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特集／平成29年度予算

心豊かで持続的に発展するまちづくり
【補正予算】

2億1284万円を減額補正
第１回臨時議会

住民バス２台購入
町政を問う「一般質問に9名が登壇」
委員会活動リポート
追跡リポート その後どうなった…

10

17

（大郷保育園入園式）

（写真撮影：赤間茂幸委員）

友だちいっぱいできるかな！！



心
豊
か
で
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

　平
成
29
年
度
の
各
種
会
計
当

初
予
算
は
、
総
額
67
億
２
７
７

９
万
円
と
な
り
、
前
年
比
よ
り

６
億
７
５
１
２
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
総
額
42
億
３
５
２
０
万
円

で
前
年
度
当
初
予
算
よ
り
６
億

４
３
４
０
万
円
、
率
に
し
て
13

・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
は
企
業
の
設

備
投
資
に
よ
る
固
定
資
産
税
の

増
額
を
計
上
し
２
４
８
万
円
増

の
９
億
８
１
３
９
万
円
、
地
方

交
付
税
は
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
た
め
前
年
同
額
で
13
億

８
０
０
０
万
円
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
に
よ
り
寄
付
金

心
豊
か
で
持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
定
住
・

　
　環
境
整
備
の
強
化

　平
成
29
年
第
１
回
定
例
議
会
は
、
３

月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
16
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　平
成
29
年
度
各
種
会
計
９
件
の
当
初

予
算
を
は
じ
め
、
平
成
28
年
度
の
各
種

会
計
補
正
予
算
９
件
、
条
例
の
制
定
２

件
、
改
正
６
件
、
財
産
の
貸
与
、
議
員

発
議
１
件
に
つ
い
て
を
審
議
し
ま
し
た
。

　提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
慎
重
な
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
10
〜
11
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
掲
載
）

前
年
比
6
億
7
5
１
２
万
円
減
額

平
成
29
年
度
予
算 

原
案
可
決

平
成
29
年
度
予
算 

原
案
可
決

平
成
29
年
度
予
算 

原
案
可
決

▲待ち望んだ児童館落成
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収
入
が
３
０
１
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　国
庫
支
出
金
等
の
特
定
財
源

で
は
、
事
業
継
続
等
の
事
業
完

了
で
減
額
、
補
助
事
業
負
担
率

に
応
じ
て
、
全
体
的
な
均
衡
を

図
る
た
め
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
を
行
い
予
算
を
編
成
し

て
い
ま
す
。

　歳
出
面
で
は
成
田
橋
修
繕
工

事
、
文
化
会
館
外
壁
等
改
修
工

事
、
町
道
山
中
希
望
の
丘
線
測

量
業
務
、
町
道
土
橋
明
ヶ
沢
線

交
差
点
改
良
設
計
業
務
、
高
崎

団
地
確
定
測
量
業
務
、
継
続
事

業
と
し
て
、
す
こ
や
か
子
育
て

医
療
費
助
成
、
定
住
促
進
事
業

補
助
、
新
規
に
小
学
校
入
学
支

援
事
業
、
農
業
振
興
基
金
事
業

と
し
て
集
落
枠
を
設
け
、
さ
ら

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
等

厳
し
い
財
政
運
営

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
審
議
結
果
】

　一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

宅
地
分
譲
事
業
の
各
特
別
会
計

に
意
見
を
付
し
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
。

　そ
の
他
の
４
会
計
を
全
会
一

致
で
原
案
可
決
。

●特集／平成29年度予算

42億3,520万円
歳入予算額

42億3,520万円
歳出予算額

町税
9億8,139万円

23.2%

国庫支出金 2億7,737万円 6.6%

地方交付税 
  13億8,000万円

　　32.6%

ゴルフ場利用税交付金ほか
1億9,537万円 4.6%

地方譲与税  4,600万円 1.1%

使用料及び手数料  7,357万円 1.7%地方消費税交付金
1億3,000万円 3.1%

諸収入
1億4,077万円
3.3%

町債（借入金）
2億1,750万円
　5.1%

繰入金
5億5,912万円

13.2%

県支出金
2億3,411万円
5.5%

衛生費
5億1,434万円

12.1%

商工費ほか  3,770万円  0.9%

議会費  9,596万円 2.3%

消防費
1億8,451万円 4.4%

民生費
10億2,037万円

　　24.1%

土木費
3億8,392万円

9.0%

総務費
 7億2,387万円

17.1%
教育費

5億6,916万円
13.4%

農林水産業費
2億7,408万円
6.5%

一般会計予算の内訳

公債費（借入返済）
4億3,128万円

10.2%

一　般　会　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

戸別合併処理浄化槽

宅 地 分 譲 事 業

収 益 的 支 出

資 本 的 支 出

前年度対比予　算　額会　計　別

合　　　計

４2億3,520万円
１０億　169万円
10億4,040万円

8,382万円
２億4,142万円
5,659万円
6,176万円
691万円

２億2,561万円
8,305万円

７0億3,645万円

１３．２％
１．０％
１．４％
０．７％
１2．6％
　1.8％
　９．０％
８９．１％
７．６％
１０．６％
８．７％

平成29年度各種会計予算額

特

　別

　会

　計

水
道

－

－

＋

＋

＋

－

－

－

＋

－

－

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号3



問

　婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
活
動
費

の
見
直
し
を
。

答

　総
会
、
役
員
会
等
の
機
会

を
と
ら
え
、
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

　29
年
度
は
、
新
規
採
用
職

員
を
10
名
予
定
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答

　28
年
度
で
退
職
者
が
８
名

あ
っ
た
。
補
充
に
加
え
、
保
健

福
祉
課
の
介
護
事
業
、
債
権
管

理
に
関
す
る
事
務
等
の
充
実
の

た
め
、
８
名
に
２
名
を
加
え
た

採
用
と
し
た
。

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
。

そ
の
募
集
状
況
は
。

答

　意
欲
あ
る
若
者
を
本
町
に

招
き
、
農
業
の
振
興
、
道
の
駅

の
運
営
支
援
、
農
業
生
産
法
人

の
農
業
後
継
者
の
育
成
を
行
う

も
の
。
申
込
期
日
ま
で
２
名
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
が
、
採
用

ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
再
度

募
集
の
状
況
で
あ
る
。

主な使いみち

9,596万円

400万円

1億5,379万円

2,617万円

338万円

議会費

夏まつり事業費

消防施設費（組合負担費）

非常備消防費

交通安全対策費

総
務・財
政
防
災
体
制
の
強
化
を

▲地域の防災は私たちの手で！！

　平
成
29
年
度
各
種
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
予

算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
延
べ
６
日
間
に
わ
た
り
各
課
ご
と
に
質
疑
応
答
を

行
い
、
徹
底
審
議
・
検
証
し
ま
し
た
。

　主
な
質
疑
と
答
弁
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
課
予
算
を

　
　徹
底
審
議・検
証

各
課
予
算
を

　
　徹
底
審
議・検
証

●特集／平成29年度予算

民 生 費
123,000円

土 木 費
46,000円

総 務 費
87,000円

教 育 費
68,000円

公債費（借入返済）
52,000円

商工費ほか
5,000円

議 会 費
12,000円

消 防 費
22,000円

農林水産業費
33,000円

衛 生 費
62,000円

510,000円

一般会計歳出予算の
町民一人当たりの金額
一般会計歳出予算の
町民一人当たりの金額

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 4

石川壽和委員長赤間茂幸副委員長

予算審査特別委員会



▲100万人達成（住民バス）

●特集／平成29年度予算

問

　住
民
バ
ス
は
、
運
行
17
年

目
を
迎
え
、
間
も
な
く
乗
車
人

数
１
０
０
万
人
と
な
る
。
利
用

者
の
み
な
ら
ず
、
運
行
業
者
に

も
何
ら
か
の
形
で
感
謝
の
意
を

表
し
て
は
ど
う
か
。

答

　平
成
12
年
か
ら
運
行
を
開

始
し
、
３
月
中
に
１
０
０
万
人

に
達
す
る
。

　い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
住
民
の

方
々
に
感
謝
の
意
味
を
込
め
て

セ
レ
モ
ニ
ー
等
を
開
催
し
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

問

　防
疫
薬
剤
の
散
布
に
つ
い

て
は
、
統
一
し
た
実
施
方
法
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

　現
在
配
布
し
て
い
る
粒
剤

は
、
縁
の
下
な
ど
に
散
布
す
る

も
の
で
は
な
く
、
家
の
周
り
に

散
布
し
、
害
虫
の
侵
入
を
防
ぐ

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
薬
剤

の
散
布
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。

主な使いみち

5,460万円

723万円

1,728万円

4,111万円

2億5,837万円

住民バス管理費

公園管理費

し尿処理場費（組合負担費）

環境衛生費

ごみ処理費（組合負担費）

町
民
に
愛
さ
れ
る
住
民
バ
ス
の
運
行
継
続
を

問

　老
人
ふ
れ
あ
い
の
家
の
バ

ス
の
発
着
時
間
が
10
時
30
分
で

帰
り
が
３
時
半
で
な
い
と
帰
れ

な
い
、
実
際
参
加
し
て
い
る
人

達
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
れ
ば
利

用
す
る
人
数
も
増
え
る
の
で
は
。

答

　ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

今
後
な
に
が
必
要
な
の
か
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　健
康
診
断
で
例
年
と
違
い

目
新
し
い
も
の
は
な
い
の
か
。

答

　健
康
診
断
の
自
己
負
担
金

の
見
直
し
を
お
こ
な
い
腹
部
超

音
波
は
２
０
０
０
円
か
ら
１
０

０
０
円
に
、
若
世
代
検
診
は
35

歳
か
ら
39
歳
ま
で
を
30
歳
か
ら

39
歳
ま
で
に
拡
大
し
、
ま
た
乳

が
ん
検
診
の
時
間
帯
を
見
直
そ

う
と
対
が
ん
協
会
と
調
整
し
て

い
る
。

主な使いみち

3億1,366万円

1億2,390万円

1億2,065万円

5,182万円

6,600万円

老人福祉費

児童措置費（児童手当）

保育所費

予防費（各種検診）

公立黒川病院費

保
健・福
祉
若
世
代
検
診
30
歳
か
ら
に
拡
大

▲受診率の向上を

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号5

生
活・環
境



主な使いみち

2,022万円

2,257万円

1億　200万円

661万円

630万円

道路維持費

道路新設改良費

橋梁新設改良費

粕川地区堤防除草作業委託費

町営住宅建設費

▲お姉さんといっしょに安全通学

建
設・土
木
通
学
道
路
は
安
全
第
一

●特集／平成29年度予算

問

　開
発
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
再
三
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
一
年
間
で
開
発
セ
ン
タ
ー
の

改
革
へ
の
具
体
的
取
り
組
み
は

あ
っ
た
の
か
。

　

答

　改
革
と
し
て
、
テ
ナ
ン
ト

を
張
り
付
け
る
考
え
で
２
回
ほ

ど
募
集
し
た
が
、
成
果
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
道
の
駅
、

物
産
館
、
開
発
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
し
た
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
産
業
振
興
、
雇
用
創
出
が

図
ら
れ
る
よ
う
進
め
る
。

問

　農
業
振
興
総
合
補
助
金
、

環
境
保
全
型
農
業
組
織
交
付
金

に
お
け
る
新
規
事
業
と
は
。

　

答

　農
業
振
興
総
合
補
助
金
で

は
、
集
落
機
能
維
持
及
び
再
生

活
動
事
業
。

　環
境
保
全
型
農
業
組
織
交
付

金
で
は
、
有
機
農
業
の
取
り
組

み
、
堆
肥
の
施
用
事
業
で
あ
る
。

農
政・商
工
開
発
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

主な使いみち

5,254万円

1,320万円

552万円

1,590万円

1,002万円

多面的機能活動組織交付金

農地中間管理機構集積協力金

開発センター管理費

農業振興総合補助金

縁の郷施設管理費

問

　山
中
希
望
の
丘
線
新
設
は
、

町
の
説
明
で
は
子
供
た
ち
の
通

学
の
安
全
が
第
一
と
い
う
考
え

方
で
あ
る
が
、
町
内
に
は
、
安

全
面
で
改
良
す
べ
き
生
活
道
路

等
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

答

　教
育
課
等
と
の
合
同
点
検

も
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
行
政
区
長
さ
ん
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
、
危
険
度
の
高
い
と

こ
ろ
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
、

し
か
る
べ
き
措
置
を
と
り
安
全

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問

　東
沢
団
地
は
、
今
後
取
り

壊
し
の
予
定
で
あ
る
が
、
住
み

続
け
た
い
と
い
う
世
帯
は
あ
る

の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

対
応
は
。

答

　17
世
帯
中
、
７
世
帯
が
そ

の
ま
ま
住
み
続
け
た
い
と
の
要

望
が
あ
る
が
、
高
崎
団
地
へ
の

住
み
替
え
へ
の
働
き
か
け
を
今

後
も
継
続
し
て
い
く
。

▲開発センターでの肥満予防調理講習会

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 6



▲ラクチンラクチン、早く交替して（大郷幼稚園にて）

●特集／平成29年度予算

主な使いみち

問

　フ
ラ
ッ
プ
大
郷
21
の
建
設

目
的
は
。
よ
り
町
民
が
利
用
し

や
す
い
施
設
と
す
べ
き
で
な
い

か
。

答

　フ
ラ
ッ
プ
大
郷
21
は
、
国

体
の
開
催
に
向
け
て
建
設
し
た

も
の
で
、
広
く
町
民
の
利
用
を

前
提
に
し
て
い
る
。
現
状
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
の
練
習
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
、
町
民

が
利
用
す
る
施
設
で
あ
り
、
今

後
検
討
し
た
い
。

問

　幼
稚
園
で
の
３
年
保
育
の

実
施
時
期
は
。

答

　平
成
31
年
４
月
開
始
予
定

で
あ
る
。

問

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
は
。

答

　月
２
回
程
度
、
県
か
ら
派

遣
と
し
て
学
校
に
来
て
い
た
だ

き
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
児
童

や
生
徒
に
対
し
、
児
童
生
徒
が

置
か
れ
た
状
況
等
を
把
握
し
、

関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
の
支
援
を
行
う
も
の
。

主な使いみち

1,392万円

889万円

8,238万円

335万円

618万円

奨学資金貸付金

小・中学校パソコン賃借料

社会教育施設管理費

秋まつり事業費

学校給食費助成金

教
育・文
化
フ
ラ
ッ
プ
大
郷
21
　利
用
基
準
の
緩
和
を

▲あなたは大丈夫？認知症対策

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号7

問

　認
知
症
共
同
生
活
介
護
事

業
所
家
賃
等
助
成
と
は
。

答

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
も
太

郎
さ
ん
大
郷
へ
入
所
し
て
い
る

町
民
の
方
に
対
し
て
の
家
賃
等

助
成
を
図
る
も
の
で
、
介
護
保

険
制
度
の
負
担
軽
減
と
合
わ
せ

る
形
で
非
課
税
の
世
帯
で
段
階

に
分
け
助
成
を
考
え
て
い
る
。

問

　認
知
症
は
何
人
い
る
の
か
。

早
め
に
発
見
す
る
対
策
は
。

答

　介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
の
中
の
数
は
4
2
4

名
。
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
方
を
含

め
る
と
8
2
2
名
程
度
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
と
な
る
よ
う

に
方
策
を
図
る
。

問

　国
民
健
康
保
険
税
の
一
般

被
保
険
者
と
、
退
職
者
被
保
険

者
の
世
帯
数
と
人
数
は
。

答

　28
年
２
月
現
在
で
１
１
２

４
世
帯
１
９
４
５
人
が
被
保
険

者
、
退
職
者
被
保
険
者
等
が
55

人
。

特
別
会
計

早
期
発
見
・
早
期
治
療

主な使いみち
6億　328万円

9億7,295万円

8,280万円

5,865万円

2,215万円

3,946万円

635万円

2,000万円

国民健康保険給付費

介護保険給付費

後期高齢者医療広域連合納付金

下水道管理費

農集排事業管理費

合併浄化槽管理費

宅地造成事業費

水道事業会計

石綿セメント管更新事業費



町
当
局
に

　

 

項
目
の
意
見
を
提
言

　予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
6
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
審
査
の
結
果
、

13
項
目
に
及
ぶ
意
見
を
町
当
局
に
提
言
し
ま
し
た
。

13
住
民
バ
ス
車
両
に
工
夫
を

　住
民
バ
ス
車
両
を
ボ
デ
ィ
カ

ラ
ー
等
で
統
一
化
し
、
町
の
ピ

ー
ア
ー
ル
に
努
め
ら
れ
た
い
。

納
税
貯
蓄
組
合
育
成
を

　納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
強
化

を
図
ら
れ
た
い
。

受
診
率
の
向
上
を
図
れ

　早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
の
各
種
検
診
受
診
率
向
上
を

図
ら
れ
た
い
。

医
療
費
抑
制
の
事
業
を

　健
康
増
進
を
啓
蒙
し
、
医
療

費
抑
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ご
み
減
量
推
進
を
図
れ

　ご
み
処
理
量
の
削
減
の
た
め
、

ご
み
分
別
の
指
導
を
図
ら
れ
た

い
。

開
発
セ
ン
タ
ー
等
有
効
活
用
を

　依
然
と
し
て
進
ま
な
い
開
発

セ
ン
タ
ー
等
の
有
効
活
用
を
早

急
に
図
る
べ
き
で
あ
る
。

貸
付
金
早
期
回
収
を

　未
来
づ
く
り
事
業
貸
付
金
の

早
期
回
収
を
図
ら
れ
た
い
。

万
全
な
防
災
体
制
を

　防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
を

図
ら
れ
た
い
。

。認
知
症
対
策
の
早
急
な
対
応
を

　認
知
症
対
策
を
早
急
に
図
ら

れ
た
い
。

　加
入
促
進
に
努
力
さ
れ
た
い
。

。早
期
販
売
実
現
へ
広
報
戦
略
を

　宅
地
分
譲
の
早
期
販
売
実
現

に
向
け
、
広
報
戦
略
に
努
め
ら

れ
た
い
。

一
般
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

宅
地
分
譲
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
特
別
会
計

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 8

●特集／平成29年度予算



大
友
三
男
議
員

　公
共
事
業
の
平
均
落
札
率
が

95
・
７
％
と
高
い
。
本
年
度
か

ら
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
委
託
先

が
競
争
見
積
随
意
方
式
を
と
り
、

随
意
契
約
で
決
定
し
た
こ
と
か

ら
、
町
の
事
業
予
算
に
対
し
て

も
疑
念
や
不
信
感
を
持
た
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
っ
て
予
算
案
に

つ
い
て
の
反
対
討
論
と
す
る
。

石
川
壽
和
議
員

　６
日
間
の
予
算
審
査
特
別
委

員
会
に
お
い
て
各
課
よ
り
詳
細

な
説
明
を
受
け
、
委
員
各
位
で

慎
重
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
先

ほ
ど
予
算
特
別
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
意
見
を
付
し
て
可
決

と
報
告
し
た
。
委
員
会
報
告
を

支
持
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

高
橋
重
信
議
員

　高
崎
団
地
の
造
成
工
事
、
放

射
光
施
設
の
誘
致
活
動
費
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
も
納
得
で
き

な
い
事
業
が
あ
る
。
希
望
の
丘

線
の
新
道
建
設
通
学
路
と
し
て
、

他
の
安
全
手
段
を
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
。
財
源
不
足
を
基
金
繰

入
に
よ
っ
て
財
源
調
整
を
行
っ

て
い
る
が
、
よ
り
行
政
改
革
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
っ
か
り

と
し
た
事
業
計
画
を
踏
ま
え
取

り
組
み
を
す
べ
き
こ
と
か
ら
反

対
と
す
る
。佐

藤
千
加
雄
議
員

　歳
入
面
で
は
税
、
使
用
料
の

滞
納
整
理
に
向
け
て
、
債
権
管

理
条
例
の
制
定
に
よ
り
取
り
組

み
強
化
が
見
ら
れ
る
。
歳
出
で

は
子
育
て
支
援
へ
の
配
慮
、
橋

梁
の
修
繕
等
必
要
性
の
高
い
事

業
を
優
先
的
に
行
お
う
と
す
る

姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、

町
の
将
来
に
向
け
財
源
の
確
保

と
町
民
の
生
活
の
利
便
性
に
考

慮
し
た
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
討
論
と
す
る
。

千
葉
勇
治
議
員

　①
一
般
競
争
入
札
が
１
社
だ

け
の
入
札
も
あ
り
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
②
町
民
税
の

歳
入
対
策
の
明
確
な
提
案
が
な

か
っ
た
。
③
確
定
申
告
者
作
業

に
つ
い
て
。
④
開
発
セ
ン
タ
ー

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
具
体
的

進
展
が
な
い
。
支
援
策
が
示
さ

れ
な
い
。
⑤
基
幹
産
業
の
農
業

へ
の
提
案
が
な
い
な
ど
に
よ
り

反
対
す
る
。赤

間

　滋
議
員

　行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を
集
中
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
反

映
さ
れ
た
予
算
と
思
わ
れ
る
。

委
員
会
審
査
に
お
い
て
多
く
の

課
題
が
見
え
て
き
た
が
、
課
題

に
向
け
真
摯
に
受
け
止
め
精
査

を
加
え
て
見
直
し
て
い
く
姿
勢

が
見
え
た
の
で
賛
成
討
論
と
す

る
。

一
般
会
計
予
算

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

討 論

議会の主な動き（1/1～3/31）
月　日

1/4

1/6

1/7

1/8

1/9

1/10

1/12

1/16

1/17

1/20

1/22

1/24

1/25

1/25

1/26

1/26

2/1

2/5

2/7

2/14

用　　　　　務

議員全員協議会

黒川消防署出初式（大和町）

大郷町交通指導隊出初式

大郷町成人式・新年祝詞会

大郷町消防団出初式

広報広聴常任委員会

夢実耕望起工式

宮城黒川地方町村議会議長会正副会長会議（仙台市）

黒川商工会大郷支部懇談会・広報広聴常任委員会

県議長議員研修会

ふれあいセンター２１演芸会

県正副会長会議

総務産業・教育民生常任委員会所管事務調査

第１回臨時議会

茂登枝会との新春懇談会

東北放射光シンポジウム（仙台市）

鶴田川土地改良区・手樽合併予備契約調印式

新春防災懇談会

「北方領土の日」宮城県利府集会（利府町）

宮城県町村議会議長会平成29年度定期総会（仙台市）

月　日

2/14

2/15

2/16

2/17

2/23

3/2～3/17

3/6

3/8

3/9

3/10

3/14

3/16

3/17

3/21

3/22

3/24

3/25

3/29

3/30

3/31

用　　　　　務

宮城黒川地方町村議会議長会定期総会（仙台市）

光科学イノベーションセンター設立総会

大衡村議会視察対応

議員全員協議会

議会運営委員会

第１回（３月）定例会

総務産業常任委員会付託事件審査

議会改革調査特別委員会

広報広聴常任委員会

大郷中学校卒業式

議員全員協議会

大郷幼稚園卒園式

大郷小学校卒業式・議会運営委員会

東北放射光施設誘致促進協議会

春の交通安全運動県民総ぐるみ運動拡大会議

黒川森林組合通常総代会（大和町）

大郷保育園卒園式

広報広聴常任委員会

大郷町児童館落成式・議員全員協議会

大郷町ゲートボール協会定期総会

賛
成
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　一
般
会
計
は
２
億
１
２
８
４

万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
49
億
５
４
９
６
万
６
千

円
の
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　主
な
も
の
は
職
員
の
中
途
退

職
等
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
、

経
営
転
換
協
力
金
算
定
方
法
の

変
更
に
よ
る
農
地
中
間
管
理
機

構
集
積
協
力
金
の
減
額
、
並
び

に
年
度
最
終
の
事
務
の
完
了
見

込
み
に
お
け
る
予
算
調
整
が
主

な
も
の
で
す
。

問

　農
地
中
間
管
理
機
構
協
力

金
減
額
の
理
由
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　機
構
集

積
協
力
金
が
年
度
途
中
で
改
定

に
な
っ
た
こ
と
で
面
積
・
農
家

数
が
減
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問

　国
・
県
か
ら
の
情
報
の
伝

達
が
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

　農
政
商
工
課
長

　２
月
に

情
報
が
入
り
、
２
月
・
３
月
と

12
集
落
ほ
ど
で
、
地
元
説
明
会

を
実
施
し
た
。
ほ
か
の
市
町
村

に
先
が
け
て
説
明
を
し
た
と
思

っ
て
い
る
。

問

　国
・
県
の
一
方
的
な
方
針

転
換
で
極
め
て
不
安
な
要
素
を

与
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
・

県
に
強
い
働
き
か
け
が
必
要
だ

と
思
う
が
。

答

　農
政
商
工
課
長

　地
域
農

業
が
混
乱
す
る
と
い
っ
た
趣
旨

を
踏
ま
え
て
県
・
国
に
電
話
や

直
接
面
談
で
強
く
抗
議
を
し
た
。

国
・
県
へ
強
い
要
望
を

主
な
質
疑

▲さらなる農地集積の推進を
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平成28年度補正予算

２
億
１
２
８
４
万
円
減
額
補
正

　第
１
回
定
例
議
会
に
お
い
て
、
一
般
会
計
と
７
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
平
成
28
年
度
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
（
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
宅
地
分
譲
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
賛
成
多
数
）
で
可
決
し
ま
し
た
。

●平成28年度補正予算の金額●

　一般会計

　国民健康保険特別会計

　介護保険特別会計

　後期高齢者医療特別会計

　下水道事業特別会計

　農業集落排水事業特別会計

　戸別合併処理浄化槽特別会計

　宅地分譲事業特別会計

　水道事業会計（収益的支出）

　　　　　　　（資本的支出）

2億1,284万円の減額

2,658万円の減額

3,151万円の減額

1,386万円の減額

339万円の減額

823万円の減額

757万円の減額

増減なし

151万円の増額

2,784万円の減額

（表） 補正後の金額

49億5,497万円

10億3,694万円

9億9,682万円

6,990万円

2億1,985万円

5,209万円

6,048万円

7,244万円

2億1,240万円

8,019万円



が
基
本
で
あ
り
、
固
定
資
産
税

の
評
価
額
を
も
と
に
決
定
し
て

売
り
払
い
を
し
て
い
る
。

問

　広
域
連
合
納
付
金
が
１
３

０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
あ
ま
り
に
取
り
過
ぎ
た
の

で
は
と
い
う
思
い
が
あ
る
が
。

答

　町
民
課
長

　予
算
策
定
時

の
前
年
の
11
月
に
示
さ
れ
る
数

字
で
予
算
を
組
ん
で
い
る
の
で
、

実
際
の
医
療
費
と
の
差
額
が
生

じ
た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

問

　郷
郷
ラ
ン
ド
整
備
後
は
駐

車
場
は
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
対
策
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　増
や
す

と
す
れ
ば
物
産
館
の
西
側
の
農

地
し
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
利

用
客
の
流
れ
を
予
測
し
つ
つ
、

地
権
者
の
方
と
お
話
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問

　太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増
加
で

固
定
資
産
税
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
今
後
の
見
通

し
は
。

答

　税
務
課
長

　物
件
数
で
前

年
比
１
・
65
倍
の
61
、
税
額
は

前
年
比
２
・
45
倍
で
２
２
８
７

万
円
の
増
で
あ
る
。
今
後
の
見

通
し
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。

問

　不
動
産
の
売
り
払
い
収
入

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
国
な

ど
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
価
格
は
、
何
を
基
準
に
し

て
い
る
の
か
。

答

　企
画
財
政
課
長

　基
本
的

に
は
公
有
財
産
取
得
等
調
整
会

議
と
い
う
も
の
を
開
催
し
、
そ

の
中
で
売
り
払
い
の
単
価
を
決

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
単
価
に
つ
い
て
は
、
時
価

郷
郷
ラ
ン
ド
の
駐
車
場
は

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▲全面オープンが待たれる郷郷ランド
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議会の情報はホームページでもご覧になれます議会の情報はホームページでもご覧になれます

町議会の役割としくみ

定例会年間予定

会 議 録

議会傍聴のご案内

議 会 日 程

議 会 広 報

請願・陳情の手続き

定例会一般質問

お 知 ら せ

町議会議員の紹介

審 議 結 果

大 郷 町 H P へ

大郷町議会
大郷町公式ホームページからリンクします。
http://www.town.miyagi-osato.lg.jp



職　　　名 改正前 改正後

 251,000円

214,000円

208,000円

380,000円
+実績給※

300,000円
+実績給※

250,000円
+実績給※

250,000円
+実績給※

会　　　長

職務代理者

委　　　員

農 地 利 用 集 積
最適化推進委員

※実績給：農地利用の最適化に向けた活動及び成果に応じ、
　　　　　予算の範囲内で町長が定める額

農
業
委
員
会

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 12

債
権
管
理
条
例
を
制
定

主
な
質
疑

　債
権
の
ル
ー
ル
を
定
め
債
権

管
理
の
適
正
化
を
図
る
も
の
。

債
権
放
棄
の
規
定
を
定
め
債
権

回
収
の
機
会
の
確
保
と
適
切
な

不
良
債
権
処
理
を
行
う
。

問

　条
例
中
の
「
公
債
権
」「
私

債
権
」
と
は
。

答

　企
画
財
政
課
長

　公
債
権

は
、
自
治
法
上
に
定
め
ら
れ
て

い
る
、
地
方
税
、
分
担
金
、
使

用
料
等
。
私
債
権
は
、
私
法
上

の
も
の
で
、
水
道
料
、
住
宅
使

用
料
、
奨
学
金
の
返
還
金
等
で

あ
る
。

問

　私
債
権
で
あ
る
住
宅
使
用

料
、
水
道
料
等
に
も
延
滞
金
を

課
す
べ
き
で
は
。

答

　企
画
財
政
課
長

　私
債
権

に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
に
関
す

る
条
例
は
な
く
、
徴
収
は
な
い
。

問

　最
終
的
に
回
収
不
能
と
な

っ
た
場
合
、
債
権
放
棄
す
る
と

あ
る
が
、
議
会
へ
の
報
告
は
。

答

　企
画
財
政
課
長

　特
に
規

定
は
し
て
い
な
い
が
、
決
算
の

報
告
時
が
妥
当
と
考
え
る
。

　農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、

農
業
委
員
の
定
数
の
改
正
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

設
。
こ
れ
に
伴
い
年
額
報
酬
も

改
正
さ
れ
た
。

問

　各
委
員
の
業
務
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　農
業
委

員
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
売
買
、

賃
借
、
転
用
等
従
来
の
業
務
に

加
え
、
総
会
の
審
議
、
決
定
を

行
う
。
推
進
委
員
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
利
用
状
況
の
調
査
、
あ

っ
せ
ん
、
新
規
参
入
、
中
間
管

理
事
業
の
推
進
等
を
行
う
。
相

互
連
携
し
、
活
動
を
推
進
す
る
。

問

　現
行
16
名
の
農
業
委
員
が
、

改
正
に
よ
り
推
進
員
を
含
め
22

名
と
し
た
理
由
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　農
業
委

員
10
名
、
推
進
委
員
12
名
の
合

わ
せ
て
22
名
体
制
と
し
た
。

問

　従
来
公
職
選
挙
法
で
選
出

さ
れ
て
き
た
が
、
町
長
の
公
募

と
改
正
さ
れ
る
。
選
出
方
法
の

考
え
方
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　地
域
農

業
者
、
関
係
団
体
か
ら
の
推
薦

等
を
い
た
だ
き
、
町
長
が
議
会

に
同
意
を
求
め
る
。
委
員
の
過

半
数
を
認
定
農
業
者
、
利
害
関

係
の
な
い
方
を
１
名
以
上
、
女

性
、
あ
る
い
は
若
者
も
配
慮
す

る
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定

数
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　現
場
で
農
業
を
守
っ
て
い
る

農
業
者
の
声
を
反
映
し
に
く
く
、

形
骸
化
し
、
農
地
利
用
の
最
適

化
を
実
施
し
て
い
れ
ば
い
い
と

い
う
農
業
委
員
会
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
も
つ
。

反
対

千
葉
勇
治
議
員

町
の
保
有
す
る
金
銭
債

権
等
の
統
一
的
な
処
理

基
準
を
制
定

報酬及び費用弁償等の改定



▲消防団による操法訓練

　旧
大
松
沢
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
旧
校
舎
及
び
敷
地
部
分
）

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
３
月
31

日
で
現
貸
付
期
間
が
満
了
す
る

た
め
、
引
き
続
き
貸
し
付
け
る

も
の
。

貸
付
の
相
手
方

　㈱
夢
実
耕
望

貸
付
金
額

　２
８
９
万
３
５
０
０
円

貸
付
期
間

　平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら

　平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で

【
審
査
結
果
】

　議
案
第
２
、
４
〜
10
号

　
　全
会
一
致
で
原
案
可
決

　議
案
第
３
号

　
　賛
成
多
数
で
原
案
可
決

　消
防
団
員
の
定
数
、
費
用
弁

償
の
額
の
改
定

　団
員
の
定
数
を
「
３
６
９
名
」

か
ら
「
３
１
０
名
以
内
」
に
。

　交
通
指
導
隊
員
の
定
数
、
費

用
弁
償
の
額
の
改
定

　隊
員
の
定
数
を
「
25
人
」
か

ら
「
25
人
以
内
」
に
。

1人

1人

2人

21人

1人

1人

2人

21人
以内

隊　長

副隊長

分隊長

隊　員

区分

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号13

改正前 改正前改　正　後 改正後

○隊員数

１回 1,500円

１回 1,500円

日額 1,500円

4時間未満　1,800円
4時間以上　3,600円

4時間未満　1,800円
4時間以上　3,600円

日　  　額　1,500円

訓　　練

会議出席

　

交通指導
交通整理

○費用弁償

交
通
指
導
隊
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

消
防
団
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

財
産
の
貸
付
に
つ
い
て

改　正　前 改　正　後

1回につき　1,500円

1回につき　1,500円

1回につき　1,500円

日　  　額　1,500円

4時間未満　1,800円
4時間以上　3,600円

4時間未満　1,800円
4時間以上　3,600円

4時間未満　1,800円
4時間以上　3,600円

日　  　額　1,500円

警　　戒

訓　　練

会議出席

水・火災・
　その他の災害

○費用弁償



問

　今
の
バ
ス
に
は
１
日
分
の

録
画
し
か
で
き
な
い
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
入
れ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
１
日
分
だ
と
前
日

の
部
分
が
上
書
き
さ
れ
て
い
て

デ
ー
タ
の
確
認
が
で
き
な
い
が

そ
の
点
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答

　企
画
財
政
課
長

　現
在
設

置
し
て
い
る
も
の
は
３
日
分
く

ら
い
の
記
録
が
で
き
る
。
新
車

に
設
置
す
る
も
の
に
つ
い
て
も

一
定
期
間
の
録
画
可
能
な
も
の

を
考
え
て
い
る
。

問

　住
民
バ
ス
の
ボ
デ
ィ
に
な

に
か
印
刷
し
て
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。

答

　企
画
財
政
課
長

　Ｐ
Ｒ
出

来
る
よ
う
内
部
で
検
討
し
た
い
。

平
成
29
年
第
１
回
臨
時
議
会
が
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

▲愛される住民バスに

【
議
案
第
1
号
】

１
．
取
得
す
る
財
産
・
数
量

　大
郷
町
民
バ
ス（
29
人
乗
り
）

　２
台

２
．
取
得
の
方
法

　指
名
競
争
入
札

３
．
取
得
価
格

　１
３
７
３
万
７
６
０
０
円

４
．
装
備
品

　電
動
ス
テ
ッ
プ
、
バ
ッ
ク
カ

メ
ラ
付
き
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
、

納
品
時
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
を
別
途
設
置

【
審
議
結
果
】

　賛
成
多
数
で
原
案
可
決

第１回臨時会

住
民
バ
ス
２
台
購
入

平成29年第1回臨時議会　議案採決結果
議　　　　案　　　　名

（略　称）

－○○○○○○○○○○○●○112可25日財産の取得について

石
川
良
彦

吉
田
茂
美

千
葉
勇
治

石
川
秀
雄

高
橋
壽
一

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

赤
間

　滋

若
生

　寛

石
川
壽
和

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

反

対

賛

成

採
決
結
果

議
決
月
日

議
案
番
号

議　案
第１号

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長は採決に加わらない。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 14



千
葉
勇
治
議
員

　所
得
補
償
制
度
が
切
ら
れ
る

こ
と
に
よ
り
大
規
模
面
積
で
頑

張
っ
て
い
る
方
々
の
土
台
を
つ

ぶ
す
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
農

業
を
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
る
。

若
生

　寛
議
員

　国
は
、
収
入
保
険
制
度
の
準

備
、
飼
料
米
の
推
進
、
多
面
的

機
能
支
払
い
、
農
地
集
積
の
拡

充
等
を
進
め
て
い
る
。
国
の
政

策
を
先
取
り
し
、
足
腰
の
強
い

農
業
の
確
立
を
目
指
す
べ
き
だ
。

石
川
秀
雄
議
員

　農
業
経
営
を
下
支
え
す
る
政

策
が
必
要
で
あ
り
、
生
産
費
を

償
う
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
だ
。

請　願

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

復
活
を
求
め
る
請
願

　総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
た

結
果
、
不
採
択
と
な
っ
た
が
、
本
会
議
で
審
議

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

反
対

賛
成

賛
成

〔
請
願
者
〕

宮
城
県
農
民
運
動
連
合
会

　会
長

　鈴
木

　道
雄

赤
道
並
び
に
土
側
溝
の
整
備
に

関
す
る
請
願

　総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
た
結

果
、
採
択
の
報
告
を
受
け
、
本
会
議
の
審
議
に
お

い
て
も
採
択
と
し
た
。

「
高
額
療
養
費
制
度
」
「
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
」
見
直
し
の
慎

重
審
議
と
現
行
制
度
継
続
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
審
議
を
付
託
し
た
結

果
、
不
採
択
の
報
告
を
受
け
、
本
会
議
の
審
議
に

お
い
て
も
不
採
択
と
し
た
。

〔
請
願
者
〕

第
20
区

　区
長

　島
貫

　守
幸

※
総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
中

で
あ
っ
た
次
の
２
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
請
願
者

よ
り
取
り
下
げ
の
申
し
出
が
あ
り
本
会
議
に
て
取
り

下
げ
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

○
赤
道
を
町
道
に
す
る
認
定
と
赤
道
の
拡
幅
並
び
に
大

栄
団
地
の
生
活
道
路
新
設
に
つ
い
て
の
請
願

○
町
道
味
明
雉
子
喰
線
の
歩
道
設
置
要
望
に
つ
い
て
の

請
願

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号15

〔
意
見
書
名
〕

　農
業
者
個
別
所
得
補
償
制

度
の
復
活
を
求
め
る
意
見
書

〔
提
出
先
〕

内
閣
総
理
大
臣

衆
参
議
院
議
長

財
務
大
臣

農
林
水
産
大
臣

国
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

－

－

－

－

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

●

○

○

○

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

●

●

0

10

6

6

13

3

7

7

採択

不採択

採択

可

3日

3日

17日

17日

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長は採決に加わらない。

平成29年第1回定例議会　議案採決結果一覧表
議　　　　案　　　　名

（略　称）

石
川
良
彦

吉
田
茂
美

千
葉
勇
治

石
川
秀
雄

高
橋
壽
一

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

赤
間

　滋

若
生

　寛

石
川
壽
和

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

反

対

賛

成

採
決
結
果

議
決
月
日

議
案
番
号

請　願
第４号

陳　情
第６号

請　願
第１号

議　発
第１号

赤道並びに土側溝の整備に関する請願書

「高額療養費制度」「後期高齢者の窓口負担」見直しの慎重
審議と現行制度継続を求める意見書の採択を求める陳情書

農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願

農業者戸別所得補償制度の復活を求める意見書（案）
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大郷町債権管理条例の制定について

石
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彦

吉
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千
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治
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雄
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壽
一
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若
生
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佐
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千
加
雄
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男
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間
茂
幸

反

対

賛

成

採
決
結
果

議
決
月
日

議
案
番
号

議　案
第２号

議　案
第３号

議　案
第４号

議　案
第５号

議　案
第６号

議　案
第７号

議　案
第８号

議　案
第９号

議　案
第10号

議　案
第11号

議　案
第12号

議　案
第13号

議　案
第14号

議　案
第15号

議　案
第16号

議　案
第17号

議　案
第18号

議　案
第19号

議　案
第20号

議　案
第21号

議　案
第22号

議　案
第23号

議　案
第24号

議　案
第25号

議　案
第26号

議　案
第27号

議　案
第28号

大郷町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例の制定について

大郷町個人情報保護条例等の一部改正について

大郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
について

大郷町交通指導隊条例の一部改正について

大郷町消防団条例の一部改正について

大郷町税条例等の一部改正について

大郷町介護保険条例の一部改正について

財産の貸付について

平成２８年度大郷町一般会計補正予算（第６号）

平成２８年度大郷町国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）

平成２８年度大郷町介護保険特別会計補正予算（第３号）

平成２８年度大郷町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）

平成２８年度大郷町下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

平成２８年度大郷町農業集落排水事業特別会計補正
予算（第３号）

平成２８年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計補
正予算（第３号）

平成２８年度大郷町宅地分譲事業特別会計補正予算
（第２号）

平成２８年度大郷町水道事業会計補正予算（第４号）

平成２９年度大郷町一般会計予算

平成２９年度大郷町国民健康保険特別会計予算

平成２９年度大郷町介護保険特別会計予算

平成２９年度大郷町後期高齢者医療特別会計予算

平成２９年度大郷町下水道事業特別会計予算

平成２９年度大郷町農業集落排水事業特別会計予算

平成２９年度大郷町戸別合併処理浄化槽特別会計予算

平成２９年度大郷町宅地分譲事業特別会計予算

平成２９年度大郷町水道事業会計予算

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長は採決に加わらない。



町政を問う!!

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号17

※一般質問の内容は、質問・答弁を広報広聴常任委員会で要約したものを掲載しています。

平成29年第１回定例議会　一般質問

１．石　垣　正　博

２．高　橋　重　信 

３．佐　藤　千加雄

４．赤　間　茂　幸 

５．赤　間　　　滋 

６．石　川　壽　和 

７．千　葉　勇　治 

８．大　友　三　男 

９．和　賀　直　義

18

19

20

21

22

23

24

25

26

質問者（登壇順） 質　　問　　事　　項　（通　告　順） ページ

1. 平成29年度の予算編成について
2. まち・ひと・しごと創生総合戦略について

1. 高崎団地の完成時期と総予算は
2. 新工業用地（川内地区）の見通しは
3. 次世代放射光施設誘致の手応えは

1. 産業の振興について
2. 移住定住の促進について

1. 町長選挙出馬の決意と施政方針をうけて

1. 社会体育の振興について

1. おおさと夏まつりについて
2. ふるさと納税について
3. 川内地区の新工業用地について

1. 円滑な児童館運営をめざして
2. 希望の丘と山中団地をつなぐ町道建設について
3. 税金の自主申告に対する町の姿勢について

1. 本町発注の公共事業入札の現状について伺う
2. 大郷町小学校入学支援事業について

1.「町民が安心して暮らせる健康なまち」の施策について
2.「教育のさらなる充実で心豊かなまち」の施策について



平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
予
算（
町
長
）

石垣　正博議員

問

　①
今
回
の
予
算
編
成
時
に

以
前
と
違
っ
た
取
り
組
み
が
あ

る
の
か
。
②
昨
年
の
決
算
に
お

け
る
議
会
・
監
査
委
員
か
ら
の

意
見
は
、
平
成
29
年
度
予
算
に

ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。
③

予
算
編
成
に
は
、
事
務
事
業
の

計
画
的
な
管
理
等
の
方
針
は
示

さ
れ
て
い
る
か
。

答

　町
長

　①
予
算
編
成
方
法

は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
。
重
点

的
に
取
り
組
む
目
標
を
提
示
し

編
成
②
滞
納
整
理
の
推
進
と
し

て
、
「
債
権
管
理
条
例
」
を
議

会
に
提
案
。
③
総
合
計
画
や

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
目
標
達
成
の
た

め
、
取
り
組
み
を
深
化
・
充
実

さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
中
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
予
算
編
成
等
に

つ
い
て
指
示
し
て
い
る
。

問

　予
算
見
積
も
り
時
、
関
係

業
者
等
か
ら
取
得
し
た
見
積
書

は
、
情
報
公
開
し
て
い
る
か
。

答

　総
務
課
長

　内
部
で
検
討

し
た
後
に
、
公
開
す
る
か
ど
う

か
を
決
め
る
。

問

　各
課
が
経
費
節
減
に
努
力

し
て
出
た
財
源
は
、
各
課
の
次

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答

　企
画
財
政
課
長

　不
用
額

は
剰
余
金
と
し
て
次
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
る
。
次
年
度
は
新
た

な
予
算
を
も
っ
て
事
業
を
執
行

し
て
い
く
。

問

　包
括
的
な
財
政
枠
と
し
て
、

各
課
に
予
算
を
配
分
し
、
各
課

が
独
自
で
予
算
編
成
を
す
る
シ

ス
テ
ム
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答

　副
町
長

　現
時
点
で
は
全

く
考
え
て
い
な
い
。

問

　平
成
29
年
度
の
新
規
職
員

採
用
人
数
は
。
ま
た
長
期
人
事

計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答

　総
務
課
長

　中
途
退
職
者

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
10
名
採
用

予
定
。
職
員
に
過
重
な
負
担
が

か
か
ら
な
い
人
事
計
画
を
し
て

い
き
た
い
。

問

　時
間
外
手
当
で
は
、
こ
こ

数
年
決
算
が
予
算
を
上
回
っ
て

い
る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
乗

っ
取
っ
て
事
務
事
業
を
遂
行
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
ど
う
な

の
か
。

答

　町
長

　行
政
改
革
は
進
め

て
い
る
。
今
後
内
部
で
改
革
す

べ
き
事
項
を
検
討
し
、
町
民
の

期
待
に
応
え
て
い
く
。

問

　活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す

る
た
め
政
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

　町
長

　14
事
業
の
う
ち
、

9
事
業
の
達
成
率
が
上
が
っ
て

い
る
。
少
し
で
も
目
標
値
に
近

づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

問

　総
合
戦
略
は
５
ケ
年
と
言

う
短
い
期
間
に
達
成
で
き
る
の

か
。
見
直
し
な
ど
の
考
え
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

達
成
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、

大
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議
、
議

会
等
で
意
見
を
聞
き
、
次
年
度

に
反
映
し
て
い
く
。

▲大郷町役場庁舎

－町政を問う－　一般質問

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
現
状
は

おおさとみんなの議会／平成29年５月／186号 18



▲造成中の高崎団地

一般質問　－町政を問う－

高崎団地の総予算と完成時期は

総予算10億４５００万、完成30年度16戸、31年度16戸（町長）

高橋　重信議員
問

　①
測
量
・
設
計
業
務
は
い

く
ら
か
。
②
造
成
工
事
費
は
い

く
ら
か
。
③
町
営
住
宅
戸
数
と

建
設
費
は
い
く
ら
か
。
④
分
譲

宅
地
の
販
売
価
格
は
い
く
ら
か
。

答

　町
長

　①
測
量
設
計
業
務

６
千
８
百
円
。
②
造
成
工
事
費

４
億
３
千
８
百
万
円
。
③
戸
数
、

木
造
平
屋
16
戸
２
億
３
千
５
百

万
円
、
２
階
建
16
戸
３
億
４
百

万
円
。
④
分
譲
宅
地
の
販
売
額

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
金
額
の

算
出
は
し
て
い
な
い
。

問

　造
成
工
事
費
６
億
（
６
０

０
０
坪
）
を
投
じ
て
企
業
誘
致

は
出
来
る
の
か
。

答

　町
長

　他
に
更
地
で
提
供

で
き
る
工
業
用
地
は
無
く
、
早

急
な
用
地
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。

問

　東
成
田
・
川
内
地
区
の
土

取
場
跡
地
を
企
業
誘
致
の
た
め
、

用
地
提
供
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

答

　町
長

　土
取
場
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
の
所
有
地
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
事
業
が
継
続

中
で
あ
る
の
で
難
し
い
。

問

　ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
取
り

扱
う
大
企
業
か
ら
20 

ha
を
菜
の

花
畑
と
し
た
い
と
い
う
事
業
の

問
い
合
わ
せ
を
却
下
し
た
の
は

な
ぜ
か
。

答

　町
長

　牧
場
跡
地
周
辺
に

20 

ha
で
は
な
く
3
0
0
ha
お
願

い
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
土
砂
採
取
地
で
あ
り
、
町

は
放
射
光
施
設
用
地
と
し
て
確

保
し
て
い
る
の
で
難
し
い
と
話

し
た
。

問

　文
部
科
学
省
、
学
術
審
議

会
の
小
委
員
会
に
お
い
て
、
必

要
性
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
っ

た
。
誘
致
活
動
へ
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

答

　町
長

　宮
城
県
知
事
、
東

北
大
学
総
長
、
東
北
経
済
連
合

会
会
長
の
共
同
代
表
が
務
め
る

「
東
北
放
射
光
施
設
推
進
協
議

会
」
は
誘
致
実
現
に
向
け
た
活

動
を
強
化
。
候
補
対
象
と
し
た

５
地
点
を
対
象
に
審
査
を
行
う

と
し
て
い
る
。

　今
後
は
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
誘
致
活
動
し
て
い
く
。

問

　味
明
公
民
館
の
懇
談
会
で

町
民
の
方
か
ら
、
放
射
光
誘
致

出
来
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

町
長
は
１
０
０
％
大
丈
夫
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
町
で
１
５
０

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
地
質

調
査
し
た
結
果
「
適
地
」
で
、

丸
森
町
は
「
最
適
地
」
で
あ
る

と
報
道
さ
れ
た
が
誘
致
で
き
る

の
か
。

答

　町
長

　調
査
し
た
書
類
等

を
添
付
し
て
申
請
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
放
射
光
だ
け
で

な
く
工
業
用
地
と
し
て
も
必
要

な
の
で
、
そ
の
辺
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

新
工
業
用
地（
川
内
地
区
）

の
見
通
し
は

放
射
光
施
設
の
手
応
え
は

▲新工業用地予定地（川内地区）
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物
産
館
の
駐
車
場
増
設
を
早
期
に

効
率
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討
す
る（
町
長
）

佐藤千加雄議員

問

　今
年
度
の
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

　町
長

　例
年
東
京
と
名
古

屋
で
開
催
さ
れ
、
毎
回
議
会
か

ら
参
加
協
力
を
得
て
い
る
。
多

方
面
か
ら
多
く
の
企
業
が
参
加

す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
有
効
で
あ
り

継
続
し
て
参
加
し
て
い
く
。

問

　企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
は
有

効
な
企
業
誘
致
活
動
で
あ
る
が
、

も
っ
と
工
夫
が
必
要
で
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
、
新
た

な
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

問

　企
業
誘
致
促
進
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
は
。

答

　町
長

　大
規
模
な
工
業
団

地
の
造
成
の
必
要
性
が
生
じ
て

い
る
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、
早
期
実
現
に
努
力
す
る
。

ま
た
、
一
部
の
土
砂
採
取
跡
地

を
工
業
用
地
と
し
て
提
供
し
て

頂
け
な
い
か
、
地
権
者
に
打
診

し
て
い
る
。

問

　大
規
模
な
団
地
造
成
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
単
価
の

安
く
販
売
で
き
る
、
山
林
・
遊

休
農
地
な
ど
の
更
地
で
の
販
売

計
画
を
し
て
は
ど
う
か
。

答

　町
長

　企
業
、
地
権
者
と

相
談
し
な
が
ら
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

問

　既
存
の
商
店
の
活
性
化
と
、

商
業
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
成
果
と
来
年
度
の
取

り
組
み
は
。

答

　町
長

　商
工
会
補
助
金
、

経
営
改
善
資
金
利
子
補
給
、
割

増
商
品
券
事
業
等
を
行
っ
た
。

来
年
度
も
主
要
施
策
を
継
続
し

な
が
ら
振
興
に
努
め
る
。

問

　地
域
商
店
へ
の
活
性
化
を

掲
げ
て
い
る
割
増
商
品
券
の
発

行
に
つ
い
て
、
昨
年
の
デ
ー
タ

を
参
考
に
、
改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　全
て
の

取
扱
店
で
商
品
券
が
使
わ
れ
て

い
る
状
況
で
は
な
い
。
今
後
商

工
会
と
商
品
券
の
使
い
勝
手
も

含
め
た
販
売
対
策
を
検
討
す
る
。

問

　今
年
度
の
物
産
館
の
改
革

は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　昨
年
度

は
対
象
と
な
る
テ
ナ
ン
ト
が
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
新
体
制
の
中
で

再
度
検
討
し
て
い
く
。

問

　郷
郷
ラ
ン
ド
の
拡
張
が
行

わ
れ
利
用
者
が
増
加
す
る
。
駐

車
場
増
設
に
つ
い
て
の
考
え
を

再
度
伺
う
。

答

　町
長

　駐
車
場
を
効
率
的

に
台
数
が
確
保
で
き
る
か
、
ま

た
隣
地
の
土
地
も
あ
る
が
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問

　縁
の
郷
の
改
革
は
。

答

　農
政
商
工
課
長

　リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中

心
に
、
再
度
Ｐ
Ｒ
メ
ニ
ュ
ー
等

の
見
直
し
を
し
な
が
ら
業
務
推

進
に
あ
た
る
。

▲東京での企業誘致セミナー

－町政を問う－　一般質問

新
年
度
の
企
業
誘
致
活
動
は

商
業
の
振
興
に
つ
い
て

物
産
館
・
縁
の
郷
に
、

に
ぎ
わ
い
を
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▲スポーツが楽しめる体育教育を（昨年の小学校運動会）

一般質問　－町政を問う－

児童生徒の体力向上推進を

運動に取り組む児童の育成を（町長）

赤間　茂幸議員
問

　本
町
の
児
童
生
徒
の
体
格

体
力
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

答

　教
育
長

　28
年
度
全
国
体

力
・
運
動
能
力
テ
ス
ト
で
は
小

学
５
年
生
は
男
女
と
も
に
、
全

国
、
県
平
均
よ
り
身
長
体
重
と

も
に
上
回
っ
て
い
る
。
中
学
２

年
生
は
男
女
と
も
に
身
長
は
全

国
、
県
平
均
と
同
じ
だ
が
体
重

は
上
回
っ
て
お
り
、
や
や
肥
満

傾
向
が
見
ら
れ
る
。

問

　現
在
小
学
生
を
対
象
に

「
陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
等
を
実

施
し
て
い
る
が
そ
の
成
果
は
。

答

　教
育
長

　専
門
の
指
導
者

を
招
き
「
走
り
方
」
の
基
本
的

な
指
導
を
行
っ
た
。
教
諭
に
と

っ
て
も
指
導
法
を
学
ぶ
良
い
機

会
に
な
っ
た
。

問

　体
育
の
授
業
面
に
問
題
は

な
い
か
、
そ
の
対
策
は
。

答

　教
育
長

　小
学
校
で
は
、

体
育
の
授
業
の
中
で
２
分
間
走
、

３
分
間
走
を
必
ず
取
り
入
れ
運

動
量
確
保
に
努
め
て
い
る
。
業

間
活
動
で
竹
馬
や
一
輪
車
な
ど

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
っ
て
い
る
。

中
学
校
で
は
、
保
健
体
育
の
授

業
で
運
動
量
の
確
保
に
取
り
組

み
、
特
に
筋
力
と
敏
し
ょ
う
力

の
補
強
を
念
頭
に
、
授
業
前
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
補
強
運
動
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

問

　町
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
今
年
度
の
実
施
状
況
と

参
加
者
数
は
。

答

　町
長

　今
年
度
の
「
大
郷

秋
ま
つ
り
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ

ソ
ン
」
に
は
、
町
内
外
か
ら
３

１
８
名
の
方
々
の
参
加
あ
り
、

う
ち
町
内
の
参
加
者
は
42
名
で

あ
る
。
町
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
は
町
内
11
チ
ー
ム
が
参

加
し
総
当
り
制
で
約
１
週
間
に

わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

問

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
で
高
齢

者
の
方
た
ち
と
小
学
生
、
中
学

生
と
の
交
流
の
場
を
持
っ
て
は

ど
う
か
。

答

　教
育
長

　指
導
員
の
方
々

と
連
絡
を
と
り
、
子
供
た
ち
と

交
わ
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
取

り
計
ら
っ
て
い
き
た
い
。
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問

　今
後
ど
の
よ
う
に
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
を
育
成
強
化
す
る
の

か
。

答

　町
長

　日
本
体
育
協
会
公

認
「
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
習
会
」
兼
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
認
定
員
養
成
講
習
会
」
に
今

年
度
５
名
の
方
が
参
加
し
て
い

る
。
職
員
に
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の

ア
ド
バ
ン
ス
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
研
修
を
５
年
ほ
ど
受

講
さ
せ
て
い
る
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
で

生
き
が
い
の
持
て
る
生
活
を
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町
長
選
へ
の
決
意
と
施
政
方
針
に
つ
い
て

町
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
着
実
に
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
く（
町
長
）

赤間　　滋議員

問

　町
長
は
、
昨
年
の
12
月
定

例
議
会
に
お
い
て
次
期
町
長
選

へ
の
出
馬
の
意
向
を
表
明
さ
れ
、

３
選
出
馬
に
あ
た
っ
て
の
決
意

と
町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　町
長

　一
貫
し
て
「
安
全

・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
、
着
実
、
確
実
な

町
政
運
営
を
し
て
き
た
。
本
町

が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う

各
種
施
策
を
総
合
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

問

　財
政
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

成
長
の
た
め
の
事
業
を
行
う
に

は
自
主
財
源
の
増
加
が
必
要
だ
。

答

　町
長

　定
住
化
に
よ
る
人

口
増
、
積
極
的
企
業
誘
致
に
よ

る
税
収
の
増
加
と
町
有
地
を
有

効
活
用
し
て
財
源
を
確
保
す
る
。

問

　高
崎
団
地
の
分
譲
地
（
20

区
画
）
の
早
期
完
売
の
販
売
戦

略
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

高
校
生
以
下
の
家
族
が
い
る
世

帯
の
住
宅
取
得
に
は
補
助
金
を

交
付
す
る
。
ま
た
広
報
、
Ｈ
Ｐ
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
る

宣
伝
、
現
地
案
内
等
の
販
売
戦

略
を
立
て
る
。

問

　町
長
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

と
反
省
を
踏
ま
え
、
今
後
の
重

点
課
題
解
消
の
た
め
の
具
体
的

な
施
策
、
事
業
は
な
に
か
伺
う
。

答

　町
長

　少
子
高
齢
化
対
策

と
産
業
振
興
を
主
体
と
し
た
町

経
済
の
活
性
化
を
さ
ら
に
推
進

す
る
。
持
続
的
に
発
展
で
き
る

産
業
経
済
基
盤
の
整
備
と
確
立
。

何
よ
り
も
そ
れ
を
担
う
人
材
の

育
成
、
ま
た
、
真
に
役
だ
つ
役

場
の
組
織
づ
く
り
等
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問

　赤
間
町
長
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
、
町
政
の
か
じ
取
り
に
つ

い
て
の
決
意
を
伺
う
。

答

　町
長

　町
民
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
同
様
町
民
と
の
協
働

で
、
今
後
も
「
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
と
し
、
着
実
な
行
政
執
行
に

あ
た
っ
て
い
く
。

問

　新
年
度
に
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
は
。

答

　町
長

　総
合
計
画
、
及
び

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
目
標
達

成
に
向
け
、
産
業
振
興
、
安
全

・
安
心
、
教
育
の
充
実
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

を
切
れ
目
な
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く

実
施
し
て
い
く
。

問

　昨
年
新
設
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
の
実
績
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

　町
長

　実
績
と
し
て
は
川

内
流
通
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
等
、
移
住
政
策
で
は
空
き
家

バ
ン
ク
の
開
設
等
、
今
後
は
、

東
北
放
射
光
施
設
の
誘
致
に
全

力
を
挙
げ
取
り
組
む
。
定
住
促

進
と
し
て
は
高
崎
団
地
の
分
譲

等
に
取
り
組
む
。

▲この子らに輝く未来を・・・（保育園の運動会）

－町政を問う－　一般質問
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▲新工業用地予定地（川内地区）

一般質問　－町政を問う－

ふるさと納税、新たな取り組みは

お盆と年末に感謝セールを実施（町長）

石川　壽和議員
問

　今
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定

の
夏
ま
つ
り
、
先
般
、
あ
る
会

合
で
出
さ
れ
た
開
催
場
所
を
固

定
化
せ
ず
町
内
数
箇
所
を
回
る

形
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
よ

う
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
返
答
を

し
た
の
か
伺
う
。

答

　町
長

　昨
年
12
月
の
区
長

会
議
で
の
提
案
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
と
き
は
検
討
す
る
と
回
答

し
た
。

問

　現
在
の
考
え
を
伺
う
。

答

　町
長

　雨
天
時
の
代
替
会

場
、
花
火
の
打
ち
上
げ
場
所
、

駐
車
場
、
砂
ぼ
こ
り
対
策
等
を

考
慮
し
た
場
合
、
現
在
の
場
所

が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

問

　移
動
し
て
開
催
出
来
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
交
通
手
段
の
な

い
方
の
た
め
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
で
き
な
い
か
伺
う
。

答

　ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

花
火
の
費
用
、
舞
台
設
備
、
イ

ベ
ン
ト
費
用
等
で
予
算
上
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

問

　昨
年
末
、
期
限
内
納
税
と

い
う
こ
と
も
あ
り
駆
け
込
み
で
、

か
な
り
の
額
が
納
税
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
が
そ
の
結
果
を
伺

う
。

答

　町
長

　平
成
28
年
度
現
在

ま
で
に
１
７
４
７
件
、
約
３
０

２
５
万
円
の
寄
附
の
申
し
出
が

あ
り
、
特
に
12
月
に
は
、
返
礼

率
を
40
％
か
ら
50
％
に
ア
ッ
プ

す
る
な
ど
、
お
得
感
を
全
面
に

出
し
た
取
り
組
み
と
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
12
月
の
１
カ
月

だ
け
で
１
１
８
９
件
、
１
７
０

０
万
円
を
超
す
寄
附
が
寄
せ
ら

れ
た
。

問

　新
た
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

　町
長

　平
成
29
年
度
は
、

お
盆
と
年
末
の
感
謝
セ
ー
ル
を

実
施
し
、
今
年
以
上
の
実
績
と

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

　昨
年
６
月
３
日
の
議
員
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、
候
補
地

所
有
者
か
ら
５
月
22
日
売
却
同

意
書
を
い
た
だ
い
た
旨
の
報
告

を
受
け
た
が
、
12
月
22
日
の
企

業
誘
致
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
で
、
そ
の
後
内
部
で
検
討

し
た
結
果
、
工
事
費
が
多
額
に

な
る
た
め
、
整
備
方
法
、
価
格

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
た
。
今
後
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。

答

　町
長

　財
政
状
況
を
勘
案

の
上
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

問

　企
業
誘
致
に
名
古
屋
や
東

京
に
行
っ
て
い
る
が
、
提
供
で

き
る
用
地
が
な
い
、
更
地
が
な

い
、
早
急
に
欲
し
い
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

答

　町
長

　川
内
地
区
の
新
工

業
用
地
と
し
て
、
枠
を
引
い
て

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

　地
権
者
の
方
に
は
現
在
ど

ん
な
話
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
反
応
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

昨
年
の
８
月
に
、
29
年
度
に
お

い
て
作
付
け
を
お
願
い
し
た
い

旨
の
連
絡
を
し
た
。
一
部
の
方

か
ら
は
、
早
く
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
を
承
っ
て
い
る
。

町
民
総
参
加
の
夏
ま
つ
り

新
工
業
用
地
の
進
捗
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

整備候補地

川内流通
工業団地

三陸自動車道
松島大郷 IC
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児
童
館
を
拠
点
施
設
と
す
る
考
え
は

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
地
域
と
連
携
で（
町
長
）

千葉　勇治議員

問

　児
童
館
利
用
に
つ
い
て

「
18
歳
以
上
で
も
可
能
で
あ
り
、

地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て
位
置

付
け
る
」
と
し
て
い
る
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
伺
う
。

答

　町
長

　18
歳
以
上
の
方
で

も
、
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
研
修
会
な

ど
）
の
開
催
や
社
会
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
一
般
の
方
を
対
象
と

し
た
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た

め
の
勉
強
会
等
地
域
に
開
か
れ

た
運
営
を
目
指
し
、
町
は
設
置

者
と
し
て
、
常
に
運
営
状
況
を

確
認
し
な
が
ら
地
域
と
の
連
携

を
深
め
活
動
の
充
実
に
努
め
て

い
く
。

問

　大
郷
町
放
課
後
子
ど
も
教

室
『
「
郷
子
舎
」（
小
学
１
年
生

〜
６
年
生
ま
で
な
ら
誰
で
も
が

（
教
育
長
の
承
諾
条
件
）
利
用

可
能
）
』
も
新
設
の
児
童
館
利

用
に
な
る
が
、
「
郷
子
舎
」
は

児
童
館
管
理
の
委
託
書
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。

　「
郷
子
舎
」
利
用
児
童
に
肩

身
の
狭
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
使
え
る
よ
う
町
の
強
い

配
慮
を
求
め
る
。

答

　教
育
長

「
郷
子
舎
」運
営

に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
壁

を
設
け
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
。

問

　今
後
の
事
業
計
画
と
予
想

さ
れ
る
財
政
計
画
を
示
せ
。

答

　町
長

　総
額
で
２
億
６
２

０
０
万
円
で
、
29
年
度
に
用
地

測
量
・
物
件
調
査
し
、
32
年
度

ま
で
に
改
良
工
事
・
舗
装
工
事

を
終
了
さ
せ
る
予
定
だ
。

（
財
政
計
画
の
詳
細
は
表
の
通
り
）

問

　町
内
全
域
の
通
学
路
安
全

対
策
並
び
に
市
街
化
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
。

答

　町
長

　町
内
全
域
を
確
認

し
た
が
、
必
要
な
場
所
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
市
街

化
形
成
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
道

路
を
着
手
す
る
こ
と
が
前
提
と

考
え
て
い
る
。

－町政を問う－　一般質問

児
童
館
の
拠
点
施
設

活
用
と
は

町
道
山
中
希
望
の
丘
線
の

事
業
計
画
と
財
政
計
画
は

町
内
全
域
の
通
学
路
対
策
と

市
街
化
形
成
計
画
は

山中希望の丘線町道新設に係る財政内容

財　政　計　画

地方債に対する町負担並びに新町道建設に係る実質町負担総額について　※元金だけの計算             
・地方債92,500,000円の今後の町の負担（元金で92,500,000円を20年で支払う）             
・地方債に対し国から（地方債×9分の4）×50％＝20,555,000円が交付税措置として概算で見込まれる。             
・地方債元金の9分の5（51,388,000）+20,555,000＝71,943,000円は町の地方債支払負担額（元金）。             
・最終的に町の負担は、当初一般会計町負担12,300,000円+地方債71,943,000円＝84,243,000円に。             
　84,243,000円÷262,000,000円＝32％が町財政からの持ち出しに。             

郷
子
舎
の
児
童
館

利
用
に
も
配
慮
を

さ
と

　こ

　
　や
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28年度まで
29年度
30年度
31年度
32年度
33年度

総事業費

社会資本総合整備交付金
地方債（町が20年にわたり支払う借金）
一般財源
総事業費合計

金　　額

総事業費の60％が交付金の対象
交付金残額の90％以内が融資可能
262,000,000円－（交付金+地方債）

これまでの測量設計委託費
用地測量・物件調査
用地買収・物件補償・改良工事
改良工事
改良工事並びに舗装工事
道路台帳整備（国庫補助対象外）

157,200,000円
92,500,000円
12,300,000円

262,000,000円

事　業　内　容

財源のやりくり 金　　額

17,000,000円
10,000,000円
70,000,000円
80,000,000円
80,000,000円
5,000,000円

262,000,000円



▲４月より開園した児童館

一般質問　－町政を問う－

公共事業入札の現状は

財務規則、入札に関する要綱、要領の定めにより執行（町長）

大友　三男議員
問

　本
町
の
昨
年
８
月
か
ら
今

年
１
月
ま
で
の
平
均
落
札
率
が

97
・
07
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、

正
常
な
入
札
が
行
わ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

答

　副
町
長

　町
と
し
て
、
公

共
の
単
価
や
市
場
価
格
を
交
え

積
算
し
て
お
り
、
業
者
も
同
じ

認
識
で
の
積
算
で
あ
り
、
予
定

価
格
と
入
札
価
格
に
さ
ほ
ど
差

が
出
な
い
状
況
は
当
然
出
る
と

思
っ
て
い
る
。

答

　町
長

　落
札
結
果
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
適
正
な
競
争
が

行
わ
れ
た
結
果
と
考
え
て
い
る
。

問

　公
共
事
業
入
札
参
加
業
者

で
、
平
成
26
年
住
民
バ
ス
２
社

参
加
中
１
社
直
前
辞
退
、
昨
年

６
月
児
童
館
建
設
事
業
２
社
参

加
中
１
社
直
前
辞
退
、
12
月
住

民
バ
ス
新
車
購
入
事
業
５
社
参

加
中
２
社
辞
退
、
２
社
失
格
、

最
終
的
に
１
社
の
み
の
入
札
に

な
る
な
ど
、
競
争
原
理
が
働
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

　町
長

　辞
退
は
入
札
参
加

業
者
の
権
利
で
、
個
々
の
対
応

の
結
果
で
あ
り
、
競
争
原
理
は

働
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

　今
回
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

業
者
を
競
争
入
札
で
は
な
く
、

競
争
見
積
方
式
と
い
う
全
国
で

も
特
別
な
方
法
で
行
っ
て
い
る
。

例
の
少
な
い
方
法
で
な
ぜ
随
意

契
約
と
し
た
の
か
。

答

　副
町
長

　法
的
に
料
金
の

算
定
方
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
見
積
書
の
積
算
が
定

め
ら
れ
た
方
法
に
基
づ
い
た
も

の
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
随

意
契
約
と
い
う
方
法
で
行
っ
た
。

問

　本
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

中
に
事
故
を
起
こ
し
た
会
社
や
、

法
違
反
を
繰
り
返
す
会
社
な
ど
、

問
題
の
あ
る
２
社
と
契
約
し
た

根
拠
は
。

答

　副
町
長

　幅
広
く
指
名
を

し
、
基
準
に
基
づ
き
見
積
価
格

等
を
精
査
し
決
定
し
た
。

問

　昨
年
３
月
議
会
で
、
子
育

て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

新
入
園
児
、
新
小
中
学
生
に
、

運
動
着
や
上
靴
の
支
援
を
提
案

し
た
が
、
町
長
は
、
全
く
考
え

て
い
な
い
と
答
弁
し
て
い
た
、

し
か
し
、
今
年
度
は
新
小
学
生

だ
け
に
、
運
動
着
の
支
援
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
様
だ
が
、
新

入
園
、
新
中
学
生
、
子
供
達
全

員
に
運
動
着
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

答

　町
長

　特
に
計
画
を
し
て

い
な
い
。
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入
学
支
援
事
業
拡
大
を

高
い
落
札
率
に
懸
念



健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
施
策
は

受
診
率
を
上
げ
健
康
寿
命
の
延
伸
を
推
進（
町
長
）

和賀　直義議員

問
「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
健
康
な
ま
ち
」
の
重
点
施
策

は
。

答

　町
長

　①
各
種
検
診
の
自

己
負
担
の
見
直
し
と
、
働
き
盛

り
世
代
の
受
診
機
会
の
拡
大
を

図
り
、
受
診
率
向
上
に
努
め
る
。

②
放
課
後
児
童
の
居
場
所
・
通

い
の
場
と
し
て
新
児
童
館
を
４

月
に
オ
ー
プ
ン
、
小
学
校
入
学

準
備
用
品
の
助
成
を
行
い
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

③
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
と
協
議
体
の
設
置
に

よ
り
、
介
護
予
防
事
業
を
推
進

す
る
。
④
認
知
症
対
策
と
し
て
、

共
同
生
活
介
護
に
お
け
る
家
賃

等
の
助
成
を
行
い
、
低
所
得
利

用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

問

　受
診
・
健
康
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
者
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
町
内
で
使

用
で
き
る
商
品
券
を
配
る
等
の

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
を
実
施
で
き

な
い
か
。

答

　保
健
福
祉
課
長

　実
績
の

あ
る
他
町
村
の
状
況
調
査
、
有

効
性
も
含
め
て
検
討
す
る
。

　

問

　中
学
校
・
道
の
駅
・
公
園

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
計
画
は
。

答

　町
長

　中
学
校
に
つ
い
て

は
学
校
施
設
改
善
交
付
金
事
業

な
ど
を
導
入
し
な
が
ら
進
め
、

道
の
駅
や
開
発
セ
ン
タ
ー
も
順

次
整
備
を
進
め
る
。
公
園
施
設

は
利
用
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら

計
画
的
に
設
置
す
る
。

問

　学
力
向
上
、
国
際
性
に
富

ん
だ
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め

る
な
ど
、
幅
広
い
教
育
行
政
を

う
た
っ
て
い
る
が
具
体
的
な
推

進
は
。

答

　町
長

　教
員
研
修
に
よ
り

指
導
力
向
上
と
教
員
補
助
者
の

配
置
の
継
続
、
協
働
教
育
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
放
課
後

子
供
教
室
の
充
実
を
図
り
、
社

会
教
育
で
の
体
験
活
動
を
推
進

す
る
。
英
語
活
動
支
援
員
を
平

成
27
年
に
小
学
校
、
28
年
に
幼

稚
園
に
派
遣
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
学

級
担
任
と
共
に
県
内
で
も
先
駆

け
た
形
で
国
際
理
解
教
育
を
推

進
し
て
い
る
。

問

　幼
稚
園
の
３
歳
児
教
育
を

31
年
度
か
ら
実
施
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
課
題
と
対
策
は
。

答

　町
長

　園
舎
の
増
築
、
教

職
員
の
配
置
、
通
園
バ
ス
の
見

直
し
が
必
要
。
31
年
度
実
施
に

向
け
て
着
実
に
進
め
て
い
く
。

問

　中
学
校
の
生
徒
数
が
少
な

い
た
め
、
部
活
数
が
少
な
く
、

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め

な
い
と
の
声
を
聴
く
。
広
域
な

学
校
連
携
、
地
域
の
協
働
で
の

対
策
等
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　複
数
の
学
校
連
携

に
よ
る
合
同
チ
ー
ム
編
成
は
中

体
連
と
各
学
校
間
で
協
議
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

▲大松沢地区での元気アップ教室

－町政を問う－　一般質問
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教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
で

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り



　町
内
の
広
範
囲
で
行
わ
れ
て

い
る
土
砂
採
取
や
団
地
造
成
等

に
伴
い
、
そ
の
下
流
域
の
用
水

路
、
堰
な
ど
へ
の
土
砂
流
出
に

つ
い
て
の
状
況
と
問
題
箇
所
の

改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
調

査
を
実
施
し
た
。

【
意
見
】

１
．
未
明
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ

　い
て
は
今
後
も
大
量
の
土
砂

採
取
が
な
さ
れ
る
が
、
梅
雨

時
期
に
は
土
砂
流
出
が
懸
念

さ
れ
る
。

２
．
板
谷
東
山
の
土
砂
採
取
地

は
、
昨
年
の
台
風
７
号
に
よ

　る
大
豪
雨
被
害
の
確
認
調
査

に
赴
い
た
と
き
、
も
の
す
ご

▲未明ニュータウンの状況調査

土
取
場
の
現
況
と
流
域
周
辺
へ
の
影
響
お
よ
び
対
策

乱
開
発
防
止
の
た
め
強
い
監
視
体
制
を（
１
月
25
日
）

　い
勢
い
で
濁
流
が
滑
川
に
流

れ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
に

お
い
て
、
そ
の
時
の
対
策
が

な
さ
れ
て
い
な
い
、
土
砂
流

出
防
止
対
策
の
指
導
を
強
化

さ
れ
た
い
。

３
．
東
成
田
の
あ
る
地
区
に
お

い
て
、
開
発
許
可
も
無
く
土

　砂
採
取
さ
れ
て
い
た
違
法
行

為
が
判
明
。
土
地
の
乱
開
発

　防
止
の
た
め
に
も
強
い
監
視

体
制
が
必
要
で
あ
る
。
再
発

防
止
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

　大
郷
町
汚
染
廃
棄
物
保
管
施

設
（
大
松
沢
）
に
赴
き
現
地
調

査
し
、
そ
の
後
役
場
に
お
い
て
、

町
民
課
長
よ
り
、
廃
棄
物
の
現

状
と
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
の
現

状
の
説
明
を
受
け
た
。

【
意
見
】

　一
般
ゴ
ミ
は
、
３
ヶ
町
村
と

も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
資
源

ゴ
ミ
の
分
別
割
合
は
、
大
和
町

７
・
４
％
、
大
衡
村
５
・
４
％
、

大
郷
町
11
％
で
あ
り
、
努
力
の

後
が
見
ら
れ
る
が
、
本
町
は
人

口
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
微
増
で
は
あ
る
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
更
な
る
減
量
化

▲汚染廃棄物の適正管理が望まれる

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
調
査

汚
染
廃
棄
物
の
適
正
な
処
分
を（
１
月
25
日
）

を
図
ら
れ
た
い
。

　汚
染
廃
棄
物
は
、
き
ち
ん
と

保
管
さ
れ
て
い
た
。
今
般
、
県

か
ら
の
要
請
も
あ
り
早
急
な
処

分
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
混
焼

を
軸
に
話
し
合
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
で
は
27
年
度
実
績
が
受
入

日
数
２
６
１
日
で
稼
働
日
数
３

１
７
日
で
焼
却
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
処
理
能
力
（
新
炉
も

同
程
度
の
能
力
）
を
考
え
る
と

不
安
で
あ
る
。
加
え
て
同
セ
ン

タ
ー
に
は
東
日
本
大
震
災
の
未

処
理
分
が
２
０
０
０
ト
ン
あ
る

と
聞
く
。
３
ヶ
町
村
並
び
に
黒

川
地
域
行
政
事
務
組
合
と
更
な

る
議
論
を
深
め
、
早
急
な
処
分

を
望
む
。
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委員会活動リポート

総務
産業

教育
民生



6月6日㈫から

6月9日㈮まで

午前10時～

○
議
会
報
告
会
の
実
施

　
　日
時
や
編
成
、
内
容
な
ど

の
協
議
を
進
め
、
第
１
回
の

報
告
会
を
５
月
20
日
・
27
日

に
実
施
し
ま
す
。

○
政
務
活
動
費
の
ネ
ッ
ト
公
開

　
　平
成
28
年
度
分
よ
り
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

○
議
会
中
継
の
実
施

　
　今
後
、
費
用
対
効
果
な
ど

も
考
え
検
討
し
て
い
く
。

○
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

　
　会
議
規
則
の
見
直
し

　
　傍
聴
規
則
の
見
直
し
な
ど

議
会
改
革
と
活
性
化
を

　12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
協
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会
改革

決
定

今
後
の
課
題

議
会
用
語

委員会活動リポート
政
務
活
動
費
っ
て
何
？

　地
方
議
会
の
議
員
が
政
策
調

査
研
究
な
ど
の
活
動
の
た
め
に

支
給
さ
れ
る
費
用
で
あ
る
。
以

前
は
政
務
調
査
費
の
名
称
で
あ

っ
た
が
平
成
24
年
の
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
改
称
さ
れ
た
。

　政
務
活
動
費
の
交
付
は
、
地

方
分
権
一
括
法
の
施
行
な
ど
に

よ
り
地
方
議
会
や
議
員
の
活
動

が
よ
り
重
要
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
12
年
の
地
方
自
治
法

改
正
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
、
本

町
で
も
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

会
議
規
則
っ
て
何
？

　本
会
議
の
運
営
に
関
す
る
一

般
的
な
手
続
き
お
よ
び
内
部
規

律
な
ど
を
定
め
た
規
則
で
あ
る

本
会
議
・
委
員
会
の
議
事
手
続

議
会
で
行
う
選
挙
、
請
願
・
陳

情
の
扱
い
、
議
員
の
辞
職
、
規

律
等
を
定
め
て
い
る
。

　会
議
規
則
の
制
定
改
廃
は
、

地
方
自
治
法
16
条
の
規
定
に
よ

る
公
告
式
条
例
に
よ
り
議
長
名

で
公
表
を
要
す
る
。

全
員
協
議
会
っ
て
何
？

　地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
第

12
項
で
、
議
会
は
会
議
規
則
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
案

審
査
、
議
会
運
営
に
関
し
、
協

議
調
整
を
行
う
た
め
の
場
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。　本

町
議
会
で
は
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
12
項
お
よ
び

会
議
規
則
第
１
２
８
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
全
員
協
議
会
を
設

置
し
て
い
る
。
全
員
協
議
会
の

運
営
な
ど
は
、
議
長
が
定
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
議
長
が

召
集
す
る
。
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こんな研修ありました

　平成29年１月17日（火）ふるさ

とプラザ物産館で開催され、鎌田

寛大郷支部長及び石川議会議長の

開会挨拶後、商工会の事業概要、

支部活動状況の説明を受けた後、

「大郷町商工業振興及び地域振

興」について意見交換を行った。

議員個々の活性化策を述べた後、

商工会会員の方々からは、町で地

元の商工業をもっと色々な面で利

用して欲しい等の意見が出された。

くろかわ商工会会員と大郷町議会議員との懇談会1/17

テーマ

　平成29年１月26日（木）ふるさ

とプラザ物産館で開催され、伊藤

嘉男茂登枝会会長の挨拶に続き、

石川良彦議長の祝辞の後「町の現

状と抱えている諸課題について」

をテーマに意見交換を行った。

　特に本町の基幹産業である農業

の問題点について活発な意見交換

を行った。茂登枝会からは、農業

の推進、物産館・開発センターの

有効活用等の検討課題があげられ

た。　

茂登枝会会員と現職議員との新春懇談会1/26

「大郷町商工業振興及び地域振興」

場所　宮城県自治会館

講師　川　村　晃　司　氏

　　　（テレビ朝日コメンテーター）

演題　「日本の政治の行方」

県議長会議員研修会1/20

テーマ 「町の現状と抱えている諸課題について」
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議会報告会

内容（予定） ①平成29年度大郷町予算概要について
 ②意見交換会

会　　　　　場 日　　　　　時 担当班

ふれあいセンター２１

中 粕 川 分 館

中 村 分 館

大松沢社会教育センター

１班

２班

１班

２班

５月２０日（土）
午後７時～８時３０分

５月２０日（土）
午後７時～８時３０分

５月２７日（土）
午後７時～８時３０分

５月２７日（土）
午後７時～８時３０分

開かれた議会をめざし、皆様の地域に

議会活動の状況を報告・説明に伺います。

下記のとおり報告会を開催いたします。

どなたでも参加できますので

お気軽にご来場ください。

大郷町議会

※報告会には、
　おおさとみんなの議会第186号を
　　　　　　　　　 ご持参ください。

あなたの意見をお聞かせください。
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　公社より「指定管理運営業務に関する
プロジェクトチーム」を設置し、「改革推
進のための信条」の提案があった。これ
により強い意志を確認した。

町長答弁

　物産館、開発センター、縁の郷につい
て、速やかに改革出来るという根拠を伺
う。（平成28年３月議会、一般質問より）

認知症対策を

　地域住民全体を対象とした認知症に関
する啓発運動、及び65歳以上の方を対
象にＭＣＩ（軽度認知障害）の早期発見
と予防事業の実施に早急に取り組むこと
を強く求める。
（平成26年9月議会、教育民生常任委員
会報告書より）

その後の対応と今後の計画

　認知症に対しては、まだ否定的な思い
を持たれている傾向にあるため、認知症
サポーター養成講座の開催や広報等によ
る啓発により理解を深められるよう努め
てまいります。
　認知症は、早期発見し、早期治療・ケ
アに結びつけることが重要であるため、
ＭＣＩの早期発見に向けた取り組みを推
進するとともに、予防の周知に努めてま
いります。
　なお、認知症対策については、平成
28年度から、地域包括支援センターに
認知症地域支援推進員を配置するととも
に、認知症初期集中支援チームを設置し、
相談・支援体制の整備を図っております。

保健福祉課長　

第62回第62回第62回第62回

その後の対応と今後の計画

地域振興公社の改革は

　昨年２月、物産館・開発センター等の
運営業務改革のため、プロジェクトチー
ムが設置された。改革の一つとしてテナ
ントを募集したところ合計２社の応募が
あったため公募審査会を実施したが、採
択には至らなかった。
　今後については、地域振興公社の新社
長とプロジェクトチームとで連携を図り、
民活導入等、抜本的な改革の手法等につ
いて引き続き検討していくとともに、社
員教育の徹底を行い、接客サービスの向
上等、経営の健全化及び自立を目指して
いく。　　　　　　　　農政商工課長

▲社会福祉協議会（地域包括支援センター）

▲物産館
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　町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
、
町
長
を
先
頭
に
邁
進
し
て
い
る
こ
と
、
町
民

の
一
人
と
し
て
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
団
塊
の
人
生
を
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

出
会
い
と
、
そ
の
縁
に
感
謝
し
振
り
返
り
ま
す
と
、

た
だ
世
間
の
情
報
に
振
り
廻
さ
れ
、
評
論
家
的
な

批
判
を
く
り
返
し
て
き
た
人
生
だ
っ
た
と
反
省
ば

か
り
で
す
。

　し
か
し
本
町
の
将
来
を
担
う
子
供
達
を
思
う
に
、

現
時
点
で
は
町
人
口
減
の
問
題
よ
り
も
、
子
供
達

の
資
質
向
上
こ
そ
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
町
執
行
部
、
議
員
に
も
う
少
し
自

覚
と
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
町
づ
く
り
に
精
神

を
こ
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
安
心
安
全
の
町

づ
く
り
に
方
向
性
を
見
出
し
て
く
だ
さ
い
。

N
O
.186

平
成
29年

５
月
１
日 喜寿を迎えて

思うこと

　人
事
異
動
の
春
、
議
会
事

務
局
も
若
者
一
名
が
異
動
。

ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
の
活
躍
を
期

待
し
、
全
員
で
「
パ
ス
ト
ラ

ル
縁
の
郷
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
「
最

呂
部
居
屋
（
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
）」

で
歓
送
迎
会
を
開
催
し
た
。

　西
側
の
小
窓
が
大
き
く
改

造
さ
れ
、
船
形
連
峰
へ
の
サ

ン
セ
ッ
ト
が
贅
沢
に
堪
能
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夕
日

が
徐
々
に
沈
み
、
沈
む
瞬
間

の
真
っ
赤
な
景
色
、
漆
黒
の

稜
線
。

　秋
の
紅
葉
、
真
っ
白
な
冬

は
ど
ん
な
演
出
に
な
る
の
だ

ろ
う
。（
未
確
認
）。

　郷
の
夕
暮
れ
の
ポ
ス
タ
ー
、

「
徐
々
に
く
れ
行
く
夕
暮
れ

の
空
を
篠
笛
が
奏
で
る
」
に

惹
か
れ
、
C
D
を
購
入
。

　日
本
一
の
夕
暮
れ
、
食
事

と
共
に
楽
し
む
こ
と
を
す
す

め
ま
す
。
（
和
賀

　直
義
）

千葉　一夫さん
（山崎）

委

員

長

　和
賀

　直
義

副
委
員
長

　佐
藤
千
加
雄

委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　
　
　
　
　石
川

　壽
和

　
　
　
　
　高
橋

　重
信

　
　
　
　
　吉
田

　茂
美

編
集
委
員

編
集
委
員

正確で解りやすくをモットーに
より良い紙面づくりを目指します！

　
２
月
16
日
（
木
）
、
宮
城
県
大
衡
村
議
会
総
務
住
民
常
任
委

員
会
（
議
員
７
名
、
職
員
８
名
）
が
行
政
視
察
の
た
め
本
町

を
訪
れ
ま
し
た
。

　
視
察
の
目
的
は
第
３
セ
ク
タ
ー
の
現
況
（
指
定
管
理
者
の

募
集
の
あ
り
方
、
指
定
管
理
料
の
積
算
方
法
等
）
に
つ
い
て
、

で
す
。

　
担
当
職
員
が
資
料
よ
り
本
町
で
の
取
り
組
み
の
現
況
等
を

詳
し
く
説
明
後
、
両
議
会
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

大
衡
村
総
務
住
民
常
任
委
員
会
来
庁

▲大衡村議会より行政視察来庁

第
３
セ
ク
タ
ー
の
現
況
に
つ
い
て
視
察
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